
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m3/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m3)

経営比較分析表／団体全体（令和2年度決算）
福島県　南相馬市

【事業概要】

- 99.2 7 33,100 非設置 【】

■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m3/日) 管理者の情報 －

法適用 工業用水道事業 40,600 小規模 1 31,863

H28R01 R02 H28

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①　年々減少傾向にあるものの、継続的に100％を
上回る黒字経営が続いている。Ｒ2年度は給水収益
は増収となるも維持管理費の増額に伴い、前年度
比率を下回った。また、全国平均値より下回る
も、同規模類似団体（以下、類団）平均よりは上
回っている。
②　累積欠損金は、現時点で発生していない。
③　毎年度100％を大きく超え、支払能力は十分備
えている。
④　企業債の償還を終え、現時点で企業債残高は
ない。
⑤　給水収益は増収するも、給水原価の増加によ
り前年度比1.15ポイント下回ったが、類団平均値
は上回った。給水に係る費用は給水収益で賄って
おり、引き続き安定した料金収入の確保を目指
す。
⑥　前年度より1.22ポイント上昇するも類団平均
では5.69ポイント下回っている。維持管理費の縮
減や経常費用の見直し、投資の効率化を進める必
要がある。
⑦　全国及び類団平均値を大きく上回っており、
今後もほぼ横ばい状態が続くものと予測される。
⑧　再生水廃止に伴いＲ1年度から減少するも、以
降契約率の変更はない。全国及び類団平均値は上
回っている。今後も契約ユーザーに対し、給水の
安定的な供給に努めていく。

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 123.25 122.48 116.57 114.28

H29 H30

2.78 2.14 1.47 0.77 0.00当該値 11,231.81 3,159.12 5,774.46 14,919.77 18,735.39

H29 H30 R01 R02 H28H29 H30 R01 R02

75.56 68.38平均値 109.99 109.10 108.18 114.99 110.04

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00113.08

平均値 505.25 531.53 504.73 450.91 444.01平均値 688.41 649.92 680.22 786.06 771.18平均値 83.56 82.78 79.27

2. 老朽化の状況について

①　全国及び類団平均値は下回っているが、比率
は年々上昇傾向にあるため、H27年度に策定したア
セットマネジメント計画等に基づき、財源確保や
経営に与える影響等を考慮し、施設や管路の計画
的な更新を実施する必要がある。
②③　管路更新については布設年次が比較的新し
いため、今後数年間は耐用年数を超える管路はな
い見込みである。将来的には、耐用年数に達し更
新時期を迎える管路が増加すること等が考えられ
るため、事業費の平準化を図り、効率的な更新に
取り組む。

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02

当該値 119.74 122.83 116.13 114.49 113.34

H29 H30 R01 R02 H28H29 H30 R01 R02 H28

96.31 96.31 96.31 81.53 81.53当該値 78.31 77.71 77.77 76.35 78.48

30.96 33.23平均値 93.58 93.31 92.20 103.39 96.49

当該値当該値 22.52 21.75 22.92 26.32 27.54

2. 老朽化の状況

平均値 61.62 61.64 61.85 64.14 63.89平均値 43.12 43.85 44.05 45.51 44.67平均値 33.79 33.81 34.33

当該値 31.38 33.91 36.55 38.72 41.07

H29 H30 R01H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29R02

0.00 0.00当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

全体総括

　当市工業用水道事業の経営は、収益性も含
めすべての項目において概ね良好と捉えてい
る。
　今後は、老朽施設や管路等の更新需要を賄
えるだけの莫大な財源確保が喫緊の課題であ
る。経営戦略やアセットマネジメント計画に
基づき、中長期財政収支を見通した中で計画
的に施設等を更新し、維持管理の効率化を一
段と進めるとともに、災害に強いまちづくり
を推進するため、ＢＣＰの策定や施設等の長
寿命化に取り組みながら、安全安心な工業用
水の供給を安定的に努めていく。

H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00

平均値 0.11 0.11

H28

0.00

0.12平均値 20.80 29.43 32.03 36.58 40.88平均値 51.15 52.15 52.21 54.51 55.38 0.11 0.36
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①有形固定資産減価償却率(％)
【59.52】
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②管路経年化率(％)
【49.06】
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③管路更新率(％)
【0.39】
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③流動比率(％)
【436.32】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
【238.21】
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⑤料金回収率(％)
【113.30】
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⑥給水原価(円)
【18.87】
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⑦施設利用率(％)
【53.39】
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⑧契約率(％)
【76.89】
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②累積欠損金比率(％)
【19.58】
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①経常収支比率(％)
【118.49】
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